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当社事業「パネルの故障等で低下した発電出力を補償する、 

太陽光発電所の遠隔監視・出力制御システムの開発」に対する 

「平成30 年度 横浜市中小企業新技術・新製品開発促進助成金」の 

採択に関するお知らせ 

 
 

この度、当社で進めるもの作り事業である「パネルの故障等で低下した発電出力を補償する、太陽光発

電所の遠隔監視・出力制御システムの開発」に対し、横浜市が、新技術・新製品開発に取り組む市内中小企業に

対し、研究開発の準備段階から 販路開拓までを一貫して支援する「横浜市中小企業新技術・新製品開発促進助成金」

２年目の交付対象企業として再採択されましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．補助金名および事業の目的 

（補助金名） 

平成 30年度横浜市中小企業新技術・新製品開発促進助成金（SBIR） 

SBIRとは“Small Business Innovation Research"（中小企業技術革新制度）の略です 

（目的） 

横浜市が、横浜経済の活性化、産業の高度化のために、先を見通し、将来の成長・発展につなげる布石を

打つことを重要とし、市内中小企業における付加価値の高い技術・製品の開発や、市場規模の拡大が見込

まれる新たな事業分野への取り組みが大切であるとし、市内中小企業の成長・発展に向けたイノベーション

の促進支援として「中小企業新技術・新製品開発促進事業」を実施し、研究や開発に取り組む企業を後押し

するものです。 

 

２．採択された事業 

（１）補助事業名 

パネルの故障等で低下した発電出力を補償する、太陽光発電所の遠隔監視・出力制御システムの開

発。 

（２）補助事業の概要 

茨城大学と共同開発中の太陽光発電所の保守点検管理作業を効率化する遠隔監視・出力制御システムの

開発と、パネルの故障や草木の影、汚れ等で低下した発電出力を、周囲の余剰電力を使い是正が行われる

まで、補償する機能を持ったコンバータを開発継続し、今期は同システムの機能向上と不具合の是正、加え

て同システムの保護回路の開発並びに実証実験を、実証実験場を建設して行う。 

（３）補助事業期間 

平成30 年２月１日～30年12月31 日 

（４）補助金上限交付予定額 

12,234千円 

※同補助金予定額は、決定ではなく本金額を上限に下記審査後に確定いたします。 

（５）交付金額と交付時期について 

当該事業の補助金額は、補助事業完了後、横浜市による審査の実施後に正式交付額が確定いたしま

す。そのため、現時点では交付金額および交付時期は未定であります。また、交付額が決定した場

合には、確定した補助金の金額を別途判明した時点で、公表いたします。 

 

３．今後の見通し 

本件補助金を受領した場合、平成 31 年７月期に営業外収益として計上する予定でありますが、 

交付金額が未定であり、また、当社連結業績予想への影響につきましては、平成 30 年９月 14 日 



公表の「平成 30年 7 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載のとおり、業績予想を精査中であるた

め、今後、開示が可能となった時点で速やかにお知らせいたします。 
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